
 令和2年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～元年度）】 【2年度】 【今後予定（3年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 3 -

636教育課程研究指定校（国研）

　R  ～　R

リーフレット作成、会場使用料

講師謝金、旅費、消耗品費

・研究校の再指定
・小中一貫教育の新制度
導入（支援方法等）

講師謝金、旅費、研修費、旅費等

40,042 37,062 小4、5年、中1、2年を対象

504

055038整理番号

合計 44,847 40,691

その他　特記事項

・第14回小中一貫教育全国
サミットin堺の開催
・総合的な学力向上研究校
の整理及び指定

600

・研究校の研究発表による成
果発信
・小中一貫教育の整理・検討

事業

概要

義務教育9年間の一貫した教育システムのもと、言語能力を
基盤とした「総合的な学力（学力・社会的実践力・学びの基礎
力の３つからなる）」のうち、主に学力（教科学力）の向上に資
する事業。

○小中一貫教育推進プログラム
・小中一貫した体制の確立による9年間を見通した学習指
導、生徒指導の充実を図る。
○主体的・対話的で深い学び推進プログラム
・先導的な実践の実施及び全市への発信による「総合的な学
力」の育成を図る。
・授業改善等による「主体的・対話的で深い学び」の実現を図
る。

「総合的な学力」の向上に向けた授業改善に向けて、これま
で堺市「子どもがのびる」学びの診断を実施していた。本調査
では、学力を平均正答率で示し、学力調査の分析、課題に対
する指導は各学校で行っていた。
来年度から、次の４つの観点を踏まえた調査を実施すること
により、これまで以上に本市で求められる「総合的な学力」向
上を図ることができると考える。
・教科の学力を到達度で図るなどの総合的な学力の適格な
把握
　※国語、算数・数学、意識調査
・結果分析についてきめ細かい支援
・生徒一人ひとりに応じた復習プリントを作成
・集団ごとで異なる定着度に応じた指導法の推進
なお、調査対象は、小４、５年、中１、２年を予定している。

思考力コンテスト開催業務

堺版授業スタンダード等

債務負担行為

堺市「総合的な学力」調査

総合的な学力向上研究校

小中一貫教育

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

635

1,600

1,828

0

2,040

238 353

事業区分 ： その他一般 局・課名

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 元年度予算 2年度要求額 内容・積算等

事業名 学力向上推進事業

： 教育委員会事務局　学校指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

44,847

3-3

期間

41,654

令和元年度予算額

40,691

令和2年度要求額平成30年度決算額


